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2004(平成16)年５月時点で､ 京都大学には､ 女性教員が185名おり､ これは教員全体の6.3%にあた
る｡ 職名別に見ると､ 教授31名(教授全体(以下同様)の3.1%)､ 助教授51名(6.4%)､ 講師17名(10.9%)､
助手86名(8.5%)となる｡ 同時点での全国平均(４年制大学のみ)は16％(国立では11％､ 以下同)で､
教授10％(6％)､ 助教授16％(10％)､ 講師､ 助手がともに23％(ともに16％)となっている1｡ 京都大
学における女性教員比率は､ 全国の４年制大学全体の三分の一強であることや､ 他分野における女性
進出の状況を考えると､ かなり小さいといわざるを得ない｡
だが､ 現在の人数､ 比率は､ わずか20年ほど以前からは想像も出来ないほど高い｡ 下図に戦後の推
移を示した2｡ 人数､ 比率ともにごく近年における増加が非常に大きいことがわかる｡ 1994(平成６)
年からの10年間で､ 合計では２倍､ 教授では６倍の人数に増えている｡ 講師と助手は1950年代から
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９月１日､ 『木下広次関係資料』の公開を開始しました｡ 同資料は､ 京都帝国大学の初代総長を務め
た木下広次(1851～1910)が所蔵していた様々な文書類で､ 木下家のご厚意によって大学文書館に寄
託されているものです｡
木下広次は熊本出身でフランス留学から帰国後､ 東京大学教授､ 第一高等中学校長などを歴任､ さ
らに井上毅文相のもとで文部省専門学務局長に就任し､ 高等教育・専門教育行政の中心となりました｡
1897(明治30)年､ 京都帝国大学の創立とともに総長に就任､ 10年間の在任中､ 学生の自主性を重ん
じた教育体系を構築するなど､ 現在の京都大学の基礎を作り上げました｡
『木下広次関係資料』の総点数は1,083点で､ それらは書類(582点)と書簡(501点)に大別されます｡
書類はその内容から､ ①京大関係､ ②京大以外の教育一般関係､ ③木下が副会長を務めていた大日本
武徳会関係､ ④議員を務めていた貴族院関係､ ⑤木下家の家政関係､ ⑥その他､ に分類されます｡ 書




















































































































































































































































2入 ’45.6卒)は材料試験法､ 化学操作､ 化学
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